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はじめに

������について
������は、サイズ 30/30i ～ 76/76i および 87 の Fisher 667 アクチュエータの��、��、?@A!、パーツ"#についての$
Bを%Dします。サイズ 70/70i および 87 の Fisher 667-4 アクチュエータにもE&しています。これらのアクチュエータとGに	されるバルブ
ポジショナおよびKのLM9に'する$Bについては、NOの���をP(してください。

Q	な)*をすべてRけ、バルブ、アクチュエータおよびLM9の��、+A、またはメンテナンスの,-を.つSTUVは、667 アクチュエータ
（W 1を��）の��、
�、またはメンテナンスを��しないでください。����や��	
を�するため、���の��およ
び��を�むこのマニュアルの&'をすべて��*くお,みいただき、ご23のうえで78していただくくことが<=です。これらの�
�に'するごX�/があるYZは、[\に�]りのエマソン`!0または1くのビジネスパートナーまでおaいZわせください。
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�1. ��

��(1)
アクチュエータのサイズ

30/30i 34/34i 40/40i 45/45i 46/46i 50/50i 60/60i 70/70i(1) 76/76i 87(1)

��ダイヤフラム��
	
 cm 297 445 445 667 1006 677 1006 1419 1006 1419

	
インチ 46 69 69 105 156 105 156 220 156 220

ヨークボス�
mm 54 54 71 71 71 90 90 90 90 125

インチ 2‐1/8 2‐1/8 2‐13/16 2‐13/16 2‐13/16 3‐9/16 3‐9/16 3‐9/16 3‐9/16 5

��バルブステム�
mm 9.5 9.5 12.7 12.7 12.7 19.1 19.1 19.1 19.1 25.4

インチ 3/8 3/8 1/2 1/2 1/2 3/4 3/4 3/4 3/4 1

������スラスト(4)
N 10230 10230 12010 25131 33582 25131 30246 39142 30246 39142

LB 2300 2300 2700 5650 7550 5650 6800 8800 6800 8800

��トラベル(2)
mm 19 29 38 51 51 51 51 76(3) 51 76(3)

インチ 0.75 1.125 1.5 2 2 2 2 3(3) 2 3(3)

アクチュエータサイズ�の��ケー

シング��（4、6）

bar 3.8 4.8 4.8 4.5 3.8 4.5 3.8 3.4 3.4 3.4

psig 55 70 70 65 55 65 55 50 50 50

����ダイヤフラム��（4、5）
bar 3.8 1.4 1.4 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7

psig 55 20 20 10 10 10 10 10 10 10

��ダイヤフラムケー

シング��（4、6、7）

bar 7.6 6.2 6.2 5.2 4.5 5.2 4.5 4.1 4.1 4.1

psig 110 90 90 75 65 75 65 60 60 60

 !"#
kg 15/17 22/26 23/26 41/44 55/59 43/48 55/60 115/118 86/89 118

lb 34/37 48/58 50/56 90/98 121/129 94/105 122/133 254/260 190/196 260

$%の&

'()

ニトリルエラストマー -40 ～ 82�C（-40 ～ 180�F）

シリコンエラストマー -54 ～ 149�C（-65 ～ 300�F）

1. これらの-は、667‐4 のアクチュエータ./にも01されます。
2. アクチュエータのトラベルは、バルブに23された4には5に67の-を89る:;があります。
3. 667‐4 アクチュエータの��トラベルは、102 mm（4 インチ）です。
4. はじめに」セクションの「=>」?@もABしてください。
5. アクチュエータがフルトラベルCDにEしているときは、F@の��がGHされているI)(があります。ダイヤフラムの������をJ�している:;は、ダイヤフラムま
たはダイヤフラムケーシングがKLするMNとなる:;があります。「����のOPについて」のセクションをABしてください。

6. ダイヤフラムケーシングの����をJ�しないようにしてください。また、アクチュエータステムに������スラストまたは����バルブステムQ"よりも�きい�がか
からないようにしてください。「����のOPについて」のセクションをABしてください。

7. この��ケーシング��は、RSのTU��としてはV1できません。この-のWXは、Y5Xなレギュレータの[\]^および／または`abの��-をcdするためです。

���	

667 アクチュエータ（W 1）および 667‐4 アクチュエータは、3Ad、スプリングE4ダイヤフラム.アクチュエータです。コントロールバルブの5
d+Aをg6にしています。667 アクチュエータは��で76 mm （3 インチ）のアクチュエータトラベルをh7しています。667-4 アクチュエー
タは��で102 mm （４ インチ）のアクチュエータトラベルをh7しています。i8のアクチュエータでのバルブプラグのj�は、ダイヤフラムにか
かる9:�のklにE&します。W 2 はアクチュエータのdAを;します。

667 または 667‐4 アクチュエータには、トップマウント.またはサイドマウント.のハンドホイールのいずれかを<=することができます。トップマウント
.ハンドホイールアッセンブリは、>m、アジャスタブル・ダウン・トラベルストップとして	されます。（ダウントラベルストップは、n8oのアクチュエー
タのトラベルを��します [ステムがアクチュエータのVへ?dするYZ」。p8oの?dは、ステムがアクチュエータqへ?dしているときです。）
サイドマウント.ハンドホイールアッセンブリは、>m@rのAdアクチュエータとして	されます。また、サイドマウント.ハンドホイールは��g
6なアップまたはダウンのトラベルストップとして	されます。ケーシングマウント.のアジャスタブルアップまたはアジャスタブルダウンのトラベルストップ
は、このアクチュエータにも�りLけることができます。

��

��sまたはBmCなAd+AがD'されているYZには、アクチュエータにケーシングマウント.トラベルストップやトップマウント.ハンドホイー
ルではなく、サイドマウント.ハンドホイールを��してください。サイドマウント.ハンドホイールは、Ad+Aでの�Eな	をFGして�Hされ
ています。
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�2. Fisher 667 および 667‐4 アクチュエータの���

ステム
シール

ステム

��が
ステムを!ち
"げる

スプリングが
ステムを'し(げる

A6759

�

667 および 667‐4 アクチュエータの�
については、I 1 をP(してください。	アクチュエータに'するJ'の$Bについては、アクチュエー
タのネームプレートをP(してください。

��サービス
ごuいただける Fisher 667 ダイヤフラムアクチュエータの��コースおよびそのKK9のL�に'する$Bは、UnまでおaいZわせください。

Emerson Automation Solutions
Educational Services - Registration 
MN: 1-641-754-3771 または 1-800-338-8158 
Mvメール: education@emerson.com 
emerson.com/fishervalvetraining

	��ビデオ
ここをクリックするか、Oの QR コードをPみ�ると、DVC6200 デジタルバルブコントローラを 667 アクチュエー
タに��するdQをご�いただけます。

ここをクリックするか、Oの QR コードをPみ�ると、サイドマウント.ハンドホイールを 667 アクチュエー
タに��するdQをご�いただけます。

http://videos.emersonprocess.com/detail/video/4804521676001/mounting-a-fisher-fieldvue-dvc6200-digital-valve-controller-on-a-657-or-a-667-size-40i-actuator
http://videos.emersonprocess.com/detail/video/4795480780001/learn-how-to-mount-a-hand-wheel-to-a-fisher-657-and-667-actuator?autoStart=true&q=657
https://goo.gl/9uAO7J
https://goo.gl/9uAO7J
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�)

�*な+,が-.で�こる/0やコントロールバルブの4	5
やプロセスの78の9:につながる4;への<=を>�するために、 
� 1 に?されている@A+,を�えないようにしてください。「@A+,の7�について」のセクションをCDしてください。

���の��について
667 アクチュエータのケーシングとダイヤフラムは�Adです。この9:がスプリングのR、アクチュエータのストロークdA、バルブの�wを
SうエネルギーをLyします。Unの��は、アクチュエータの�����についてT=しています。ご	のアクチュエータの��zについて
は、ネームプレートまたはI 1 をP(してください。

�� アクチュエータサイズEの@Aケーシング+,： これは、アクチュエータのフルトラベルのUVにWしていないときにXできる���です。
p�ダイヤフラムプレートがトラベルストップに�Yする\に、このストローク�のzをZ[すると、ステムやそのKの�9に\{が]じる^_
になります。

�� @A�*ダイヤフラム+,： アクチュエータがフルトラベルUVにWしているときは、|}の�が`~されているg6aがあります。ダイヤ
フラムの��[��をZ[しているYZは、ダイヤフラムまたはダイヤフラムケーシングが\{するYZがあります。

アクチュエータがb'されたトラベルを?dしているので、ダイヤフラムヘッドはc�Cにその?dを�dし、`~された9:からのエネルギーはダ
イヤフラムとダイヤフラムケーシングにefされます。アクチュエータがストップにWした�に~えることができる9:�のgは、]じるg6aがある
h�iによって��されます。この���jをZ[すると、p�ダイヤフラムケーシングのk�によってkれやケーシングのl�の��となります。

�� @Aダイヤフラムケーシング+：ダイヤフラムのケーシング�がしているYZは、ダイヤフラムまた はダイヤフラムケーシングが\{することが
あります。

��

�)

��KLを�う�は、M�NのO�、�P、Q�をRずSNしてください。

プロセスTUへ�Vが-.でWXするY	Zがあるその[の\�については、プロセスまたは]^_`のエンジニアにc�してください。

d�のアプリケーションに��するef、g�����の「Mh」セクションのi�に��されている「�)」もCDしてください。

OmT=がないYZ、キーn�のj�はW 6、7、8、9 および 10に;されています。また、�9のj�については、W 3 をP(してください。

�j

�kへの<lを>�するため、@Aダイヤフラムケーシング+,（� 1）を�える、あるいはアクチュエータステム"に@A�mV,スラス
ト（� 1) または@A�mバルブステム !よりもAきな,がかかるKn+,はoNしないでください。
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�� バルブ / アクチュエータアッセンブリ：アクチュエータとバルブがコントロールバルブアッセンブリとして>oにp9されるYZは、�Yで��q
みであり、パイプラインに��がg6です。バルブをパイプラインに��した�に、「ローディング��」のArをP(してください。

�� アクチュエータの"S： アクチュエータがOmp9される、あるいはアクチュエータがバルブからVされていたYZは、パイプラインにバルブを�
�する\にアクチュエータをバルブに��することがQ	です。バルブをsにDする\に、Oのアクチュエータ��ArをP(してください。ア
クチュエータがバルブのトラベルにEしてtしく��されていることをuvするために、�セクションの「ベンチセットスプリング��」のArをhS
することがw�されます。

�� ポジショナ：ポジショナが�りLけられている、またはアクチュエータに��される�'になっているYZは、��についてポジショナの����
�をP(してください。��Arのx、アクチュエータダイヤフラムに>yCなローディング�をDzすることがQ	となります。

�� ハンドホイールキャップ：ハンドホイールキャップ（キー 247、W 11、13、または 21）が0'のj�にないYZは、キャップを0'のj�
に�まるまでAで{しLけて�りLけてください。

アクチュエータのバルブへの��

�j

667 アクチュエータスプリングの# によりステムが(に'されてアクチュエータヨークからyれ（� 2をCD）、アクチュエータの"Szに
バルブステムに{$するY	Zがあります。

"Szにバルブステムを"|}~�（アクチュエータ|}）のままにしたef、アクチュエータ"Sの%=になるおそれがあります。バルブス
テムのねじ�を<lしたり、バルブステムを�げるY	Zがあります。"Szは、バルブステムをRずバルブgU|}へ'し(げてアクチュエ
ータから&ざけておいてください。

���に、>yCなローディング�をアクチュエータにXしてアクチュエータステムをバルブから|ざけるQ	があるYZがあります。

>yCなローディング�を~えることがXg6なYZ、バルブステムやねじ�の\{を}dするために、バルブステムpにアクチュエータをnげる
ときはJに"~がQ	になります。

�)

ダイヤフラムローディング+,を'Nしてアクチュエータステムをnかすef、Oや��をアクチュエータステムのトラベル()に*づけないよ
うに���jしてください。ローディング+,が+って��されると、アクチュエータステムと[のコントロールバルブアッセンブリの�kの,に
�まれたef、/0をしたり��を<lするおそれがあります。

1. �み て�に、��またはそのKのA�でバルブおよびアクチュエータの�gを�えてください。�dまたは3dバルブのYZは、アクチュエー
タを��するx、バルブステムを{しnげてアクチュエータから|ざけておいてください。

2. バルブステムにステムのdめナットを��までねじ�んでください。トラベル・インジケータ・ディスク（キー 34） 87 のアクチュエータでは	しま
せん。）

3. バルブボンネットpにアクチュエータを.ちpげて��します：

a. サイズ 87 アクチュエータのef： バルブステムをアクチュエータステム（W 4）の��にある���に�きながらアクチュエータをバルブ
のpに�々にn�させます。アクチュエータが0'のj�になったら、ボルトを��し、��ナットを�めて、アクチュエータをボンネットに�
'します。
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b. [のサイズのアクチュエータのef：

�� アクチュエータをバルブのpに�々にn�させます。ヨークがバルブステムの��のpを>[したら、ヨークのロクナットをバルブステムのpに��
します。（"T：�さいサイズのアクチュエータでは、ディスクがアクチュエータヨークの���を>[できないので、バルブにアクチュエータを{し
nげているx、インジケータディスクをVし、�s�りLけるQ	があることがあります。）

�� �き�き、アクチュエータが0'のj�になるまで、バルブステムをアクチュエータステムの��にある���に�きながらアクチュエータをn�
させます （W4）。

�� バルブボンネットにヨークdめナットを�りLけ、dめナットを�めます。

4. アクチュエータステムをこのy/ではバルブステムに��しないでください。アクチュエータをバルブに�りLけるYZはmに、アクチュエータがtしく
��されていることをuvするために、nTの「ベンチセットスプリング��」のArをhSすることがw�されます。

�3. アクチュエータ"Sのコンポーネント、サイズ 30/30i から 70/70i のアクチュエータN

バルブステム

ヨーク�めナット

ヨークボス�

ボンネット

���なバルブ
（「バルブ���」をCD）

W6199-1

アクチュエータの
マッチライン

ベントアッセンブリ

ダイヤフラムケーシング

ダイヤフラムとステム
（(}き��での~�を�す）

ダイヤフラム
プレート

��の�り-み +,{.

アクチュエータばね

アクチュエータステム

ばねシート

スプリングアジャスタ

ステムコネクタ

ヨーク

トラベル・インジケータ・ディスク

インジケータスケール

X1184 X1185

サイズ 30 ～ 76 サイズ 30i ～ 70i
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ベンチセットについて
ベンチセットの�zは、ベンチpでバルブ／アクチュエータアッセンブリを	してアクチュエータばねの��のRを��するために	されます。
tuな��のRによって、>mのsにDされ、アクチュエータダイヤフラムにX�なAd�を~えられたときに、バルブ/アクチュエータアッセン
ブリがXtに�6することがuhになります。

ベンチセットのzはパッキンによる��はないというD'で�'されています。7Yでばねの��を�みるYZ、�めたパッキンにより��が~えら
れていないことをuvすることは�mに�しくなります。

アクチュエータをバルブに��する\に��をSえば、アクチュエータ��のArのxにベンチセット��へのtuな��をSうことができます（「ス
プリングの��」ArをP(してください）。

� 4. ベンチセット0�

スプリングアジャスタ

アクチュエータステム

"�ベンチ 
セットローディ
ング+,

(�ベンチ 
セット+,マ
ーク

バルブステム

��バルブ 
トラベル��1�

ここにバルブステムの
マークを	ける

(�ベンチセット
ローディング+,

3

1

��：
      ネームプレートに��されているベンチセットの(�
（スタート�）+,。
      このe にテープまたはマーカーで¢を	けてください。
      ネームプレートに��されているベンチセットの"�
（フルストローク£）+,。
      トラベルの23を��します。 ¤しく0�されているef、
ネームプレートに��されているトラベルと¥しくなります。

1

2
3

4

2

4

4

50A8379‐C 
B2429‐1

スプリングの�� 
アクチュエータダイヤフラムがW 4 に;されるように、トラベルの>nnにあり、バルブに��されていないことをuvします。（"T：トラベルの(
�~�にダイヤフラムを?dさせるにはばねのある�sのRがQ	です。）

また、ネームプレートpにT=されているdA�のp�zUpの 0～0.3 bar（5 psig）ダイヤフラム�をtuにPみ�れる�tqみの
�Hを~してください。ダイヤフラムにローディング�を~えます。

�Hがtしく き、アクチュエータがX�に�6していることをuvするためアクチュエータのストロークdAをj¡Sってください。

�j

アクチュエータの<lを4ぐために、アクチュエータステムが¦らかにストロークnKを�い、アクチュエータステムとブッシュ（キー 7）の,に
§¨や�©のª«が5られないことをc�することが!6です。§¨または�©のª«を�したefは、7み	けが¤しくないかまたは�
kが¬<しているY	Zがあります。
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キーn�は、W 6、7、8、9 および 10に;されています。

��

フェイルクローズ�6Lきの{しnげ�（td）のバルブに��されている 667 アクチュエータのYZは、バルブプラグのシ－トがnoき?dの
��になり、アクチュエ－タがpoき?d（バルブから�れるdき）の��になります。

フェイルオープン�6Lきの{しnげ�（3d）のバルブに��されている 667 アクチュエータのYZは、アクチュエータのダウンストップがnoき
?dの��になり、バルブシートがpoき?d（バルブから�れるdき）の��になります。

667 アクチュエータが�りLけられているバルブのL�にXしたtしいスプリングの��Arが@られていることをuvしてください。

'し(げ8（¤n）バルブのef
1. このy/までにSわれていないYZは、バルブステムを{しnげてアクチュエータから�し、�のj�にします。

2. ダイヤフラムのローディング�をdA�p�を0.3 bar（5 psig）Zえたzに�'します。トラベルストップのボルト（キー 12）はp�
ダイヤフラムケーシングに�Yしているはずです。

3. アクチュエータステムの@の��のdき£しをチェックしながら、ネームプレートに;されているp¤ベンチセット�まで�を�々にnげま
す。

��

サイズ 70/70i、76/76i または 87 のアクチュエータでスプリングアジャスタを¡す\に、アクチュエータステムにステムコネクタを�みLけてください。
ステムの¡eが]じないことをuvするために、��¥�としてアクチュエータステムにマークをLけてください。ベンチセットを�uvする\にステム
コネクタを�りVします。

4. p¤ベンチセット�にWする\または�にdきが�られたYZは、スプリングアジャスタ（W 4をP(）を��してください。アクチュエータス
テムのdきがp¤ベンチセット�で@に�£されるまでアクチュエータステムでアジャスタのねじを¡してをpnさせてください。（"T：ス
プリングアジャスタが¡eできるように、ローディング�をnげてスプリングのRを¦nさせるQ	があるかもしれません。）

5. スプリングアジャスタはQずpTのステップ 4のQ	�§を�たすように��してください。

6. ダイヤフラムローディング�を、ネームプレートに;されているn¤ベンチセット�に�々に�¨させます。このようにすると、アクチュエータス
テムがバルブにoかって©びます。テープまたはKの8�を	して1くのI pのアクチュエータステムの��にªをLけます。

7. ダイヤフラムのローディング�をp¤ベンチセット�にWするまで�々に«~させます。�び、トラベルストップのボルト（キー 12）がp�
ダイヤフラムケーシングにかかっているはずです。

8. Lけたªまたはテープとアクチュエータステムの��のxの¡�を�'します。この¡�は、ネームプレートにT=の'-トラベルと>¢するは
ずです。

9. �'されたトラベル がネームプレートのトラベルと>¢するYZは、ベンチセットは£¬です。「ステムコネクタアッセンブリの�りLけ」のサブセク
ションに¤みます。

10. �'されたトラベルがtしく>¢しないYZは、ばねの5¥¦をFGすると、ばねレートの§®によってb'zと¯¨¨なるベンチセットと
なるg6aがあります。 ©ªについては、エマソン・オートメーション・ソリューションズ`!0までおaいZわせください。

'し(げ9（:n）バルブのef
1. このy/までにSわれていないYZは、バルブステムを{しnげてアクチュエータから�し、�のj�にします。�に、コネクタを�りLけたときに
バルブステムを�きpげ、�j�にします。



����� 
D100310X0JP

667 アクチュエータ（サイズ 30/30i - 76/76i および 87）
2018c52

9

2. ダイヤフラムのローディング�を、ネームプレートに;されているn¤ベンチセット�より�さいz、またはほぼゼロに�'します。ダウントラベ
ルストップ（キー 77）がヨークに�Yしているはずです。

3. アクチュエータステムの@の��のdき£しをチェックしながら、n¤ベンチセット�まで�を�々にpげます。

��

サイズ 70/70i、76/76i または 87 m のアクチュエータでスプリングアジャスタを¡す\に、アクチュエータステムにステムコネクタを�みLけてくださ
い。ステムの¡eが]じないことをuvするために、��¥�としてアクチュエータステムにマークをLけてください。ベンチセットを�uvする\にス
テムコネクタを�りVします。

4. ¦い�にWする\または�にdきが�られたYZは、スプリングアジャスタ（W 4をP(）を��してください。アクチュエータステムのdきが
n¤ベンチセット�で@に�£されるまでアクチュエータステムでアジャスタのねじを¡してをpnさせてください。

5. ネームプレートにT=されているp¤ベンチセット�をダイヤフラムに~えます。これによって、アクチュエータステムは�き�まれバルブから|ざ
かります。テープまたはKの8�を	して1くのI pのアクチュエータステムの��にªをLけます。

6. ダイヤフラム�をn¤ベンチセット�が~えられるようになるまで�々に�¨させます。�s、ダウントラベルストップ（キー 77）がヨークに
«かっているはずです。

7. バルブステムpのマーカーまたはテープとアクチュエータステムの��のxの¡�を�'します。この¡�は、ネームプレートにT=の'-トラベ
ルと>¢するはずです。

8. �'されたトラベルがネームプレートのトラベルと>¢するYZは、ベンチセットは£¬です。「ステムコネクタアッセンブリの�りLけ」のサブセクシ
ョンに¤みます。

9. �'されたトラベルがtしく>¢しないYZは、ばねの5¥¦をFGすると、ばねレートの§®によってb'zと¯¨¨なるベンチセットとな
るg6aがあります。©ªについては、エマソン・オートメーション・ソリューションズ`!0までおaいZわせください。

ステムコネクタアッセンブリの�りLけ
ステムコネクタアッセンブリ（キー 31）を�りLけるとき、アクチュエータとバルブステムのねじ�は、ステムの�²の¦さUp、ステムコネクタのねじ
�と³みZうようにしなければなりません。

�)

ポジショナをアクチュエータに"Sして+,をかける®に、ポジショナではなくレギュレータ78の��°;だけをoNして、アクチュエータステ
ムを±nさせ、ステムコネクタをしっかり�り	けてください。

/0や��の<lを>�するため、²(のO<でローディング+,を³えてアクチュエータステムをKnさせる,、Oや��をアクチュエー
タステムのトラベル()に*づけないように�jしてください。

�j

´め-み=を<lしないように、µえ	けの,、バルブプラグを>>させないでください。バルブプラグステムおよびバルブステムねじ�への
<lを>�するため、ステムコネクタアッセンブリを��する,は��に�jを¶ってください。

��

´¬ステムコネクタは、µ¶のステムコネクター、ボルトおよびスペーサーの�9です。スペーサーがLいているYZは、アクチュエータとバルブステ
ムを>oに�めLける\にスペーサーをVして¸してください。ステムコネクタは、�9としてのみ	してください。
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1. Q	なYZは、バルブステムを{しnげて、バルブプラグが�d.バルブのシートリングにYれているUVになるようにします。3dバルブのY
Zは、�j�までステムを�きpげます。mに、バルブプラグがシートのpにあるUVで�¹してください。

2. Q	なYZは、バルブステムのdめナットをコネクタj�から|ざかるようにねじ�んでください。サイズ87を®くすべてのアクチュエータのYZは、
トラベルインジケータディスク（キー34）がdめナットのp�にあることをuvしてください。

3. ダイヤフラム�をn¤ベンチセット�に（または、3dバルブではp¤ベンチセット�に）��します。これは、「スプリングの��」Ar
で	されている�とºじでなければならず、ネームプレートにもT=されています。

4. ステムコネクタ（ボルトめねじLの¯¤）を、アクチュエータとバルブステムのほぼ�»に��して、アクチュエータステムとバルブステムを、ステ
ムコネクタと°¼から±/まで>¢するiステムのネジ�に²えます。１つでもステムのねじ�がステムコネクタと½¾に²っていないYZは、
ねじを²えるためにローディング�をわずかにk³するQ	があります。コネクタのj�をuvするには、W 6、7、8、9 および 10 をP(し
てください。

�j

バルブステムまたはアクチュエータステムのいずれかがステムコネクタにc·に7み	いていないと、ねじ�のつぶれや¸¹なKnがº»する
おそれがあります。ステムコネクタに¼�された½ステムの?さがそれぞれのステムの¾�²"であることをc�してください。いずれかのステム
のねじ�、またはステムコネクタのねじ�に<lがあるefは、�kを¿ÀにÁÂすることがR6になるY	Zがあります。ステムコネクタに
ばねが	いているef、またはローディング+,を³えたef、ボルトを@めないでください。

5. ステムコネクタの´りµ}を�りLけ、ボルトを��して、µ¶のステムコネクタのそれぞれの�9xのxµが¿8oともÀ¶になるようにして
�めLけます。ポジショナを�りLけるYZは、ºyにフィードバックブラケットも�りLけます。

�j

バルブステムの�めナットをÃくAめ�ぎると、�BがÄCとなることがあります。

6. サイズ 87 のアクチュエータのステムコネクタにバルブステムdめナットを�めLけます。これUVのすべてのアクチュエータサイズのYZは、イン
ジケータディスクがステムコネクタのÁ�と�Yするまで、バルブステムdめナットを�めLけます。dめナットを�め[ぎないでください。

7. ¾�UVから¾�UVまで�々にバルブをAdさせ、'-トラベルがu?されていることをuvします。

バルブが�j�にあることをuvしてください。トラベルインジケータスケール（キー 32）のねじを�め、トラベルインジケータディスク（キー 34）と
j�をZわせます。バルブを¾トラベルまでAdさせ、そのトラベルがネームプレートにT=の'-バルブトラベルと>¢することをuvします。バル
ブのトラベルがtしくないYZは、ステムコネクタのArを·り¸します。

��について
アクチュエータをバルブに��し、パッキンを�めLけた�に、ベンチセットを��するYZは、��をFGに�れるQ	があります。ばねの��を
Sって、（a）ダイヤフラム�«~yのダイヤフラム¹Â ºで¶った���を~»したベンチセットのzで、または（ｂ）ダイヤフラム��
¨yのダイヤフラムの¹Â ºで¶った���を�»したベンチセットのzでアクチュエータの¾トラベルがÃられるようにします。

ステムコネクタアッセンブリが�りLけられているYZは、バルブの��はOのArによって¼'できます。

1. �Hをアクチュエータダイヤフラムケーシングに��されているアクチュエータローディング��½に�りLけてください。

��

ステップ 2 および 4 では、�Hに;された�をPみ�り、T¾することがQ	になります。
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2. アクチュエータダイヤフラム�を«~させ、アクチュエータが、トラベルストップと�Yしていないバルブのトラベルj�（'-トラベル��qで）
にWしたら、ダイヤフラム�をPみ�ります。このy/でテープまたはKの8�で、トラベルインジケータスケールに¥�マークをLけます。

3. アクチュエータがステップ 2 の¥�j�よりも�きなトラベルj�になるまでアクチュエータのダイヤフラム�を«~して、アクチュエータの��
の?dをuvします。

4. アクチュエータがステップ 2 の¥�j�に¿るまでアクチュエータのダイヤフラム�を�¨します。

ダイヤフラム�の 2 つのPみ�りzの®は、トラベルのÄ8oでの���にÀちÅつためにQ	なダイヤフラム�のÁいです。

5. hÂの���をH»します：

ª« 
,、=  0.5 lb

+,
Dみ�りÅ
のÆ、psig

�

ÇÈな
ダイヤフラム=É、
インチ2

¹Âなダイヤフラム ºは、I 1 をP(してください。

¾アクチュエータローディング�をアクチュエータにかけたYZは、スプリングアジャスタ（キー74、W 6、7、8、9 および 10）を¡eさせることは
�しくなります。��\にアクチュエータのローディング�をnげてください。�いて、ローディング�を�s~えて��をチェックしてください。

� 5. デッドバンドにÊする���なバルブËE

"�ベンチセ
ット+,

(�ベンチセ
ット+,

9

3

0

バルブの
8|}Kn 

15 1.0

0.6

0.2

バルブの
9|}Kn  

98 1�のÌÍ 

バルブのトラベル

ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
+
,

、
p

si
g

ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
+
,

、
b

a
r 

デッドバンド
の1� 1

"�ベンチセ
ット+,

(�ベンチセ
ット+,

9

3

0

バルブの
8|}Kn

15 1.0

0.6

0.2バルブの
9|}Kn 

9 81�のÌÍ 

バルブのトラベル

ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
+
,

、
p

si
g

ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
+
,

、
b

a
r 

1
��：

デッドバンドはª«によって»じます。

A6763‐2

デッドバンド
の1� 1

¤Knバルブ :nバルブ

ベンチセット ベンチセット

デッドバンドの�'
デッドバンドは、コントロールバルブアッセンブリqのパッキン��、XÆÃ�およびKの	�によって�きÄこされます。デッドバンドは、�'された
Ç�が、アクチュエータからの&Åを�¹することなく、klするg6aがある��です（W m5をP(）。アクチュエータのばねにはそれぞれ�
¹のばねレート（�をRgで¶ったz）があります。「スリングの��」Arの£¬は、アクチュエータにtしいばねが�りLけられたことをuv
したことになります。

デッドバンドは、5dループ�Èのxに、コントロールバルブアッセンブリのAdに�iをyえる 1 つの	�です。デッドバンドにEするコントロールル
ープの§��はループの&Åによって�きくkわります。デッドバンドがÉ[ぎるYZにG>するÊËの>�は、5dループ�Èのxにアクチュ
エータの?dが�られない、ジャンプまたはÆdしながらの?dです。デッドバンドのスパンを¼'するためにUnのステップが%Dされています。デ
ッドバンドのパーセントはプロセス�Èループに'するa�のトラブルシューティングで¹Âです。
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1. n¤ベンチセット�に1い�から�¹し、バルブがトラベルのほぼ�xのj�にくるまで�々に�を«~します。この�のPみ�りz
をT¾します。

2. バルブステムの?dが�£されるまで、�々に�を�¨し、この�をT¾します。

3. これらの 2 つの�xの®が、psiÌjのデッドバンドです。

4. O.でデッドバンドのパーセントをH»します：

デッドバンド、psi

デッドバンド =  デッドバンド、psi  = nn % 
              ベンチセットスパン、 psi

ローディング��
OmT=がないYZ、キーn�のj�はW 6、7、8、9 および 10に;されています。

バルブ、アクチュエータおよびポジショナが 1 つのユニットをなしているYZは、ローディング�の��は、�Y£Çyに�'されます。�ÈÇ�
でのÏfのÈれを¡Éできるように、チューブやパイプの¦さはできる�りÊくしてください。ボリュームブースター、バルブポジショナあるいはKのLM
9を	するYZは、アクチュエータにX�に��されていることuvしてください。Q	なYZ、ポジショナの�����あるいはKのマニュアル
をP(してください。Omp9のアクチュエータまたはアクチュエータ�コネクタがあるYZは、mにUnのArにÐってください：

1. ローディング��½をヨーク（キー 73）の¤ にある NPT q���に��します。

2. サイズ 70/70i および 87 のアクチュエータのYZ、1/2 NPT ��に��サイズをËげたいYZは、Q	に&じて、1/4 の NPT ブッシュを
�りVします。パイプ、チューブのいずれかでの��がg6です。

3. アクチュエータをj¡Adさせて、tしい��の�がダイヤフラムにかかったときにバルブステムのトラベルがtしいかどうかuvしてください。

4. バルブステムのトラベルがtしくないとÌわれるYZは、このセクションのÑ�の「ベンチセットスプリング��」のArをP(してください。ダイヤフ
ラムローディング�のklにバルブがtしくÒ&していないYZは、バルブを>mのsに	しないでください。

メンテナンス
アクチュエータの�9は>mの	によるÍÎがÏ]するため、'�Cに�Ðし、Q	なときは´¬してください。/�および´¬の�sは	
�§がどれほど[Ñであるかにより¨なります。

�)

Ïº�なプロセス+,のÐVや�kのÑ78のnきによる/0や��の¬<を�けることが!6です。メンテナンスKLをÒめる®に、
�の�に�jしてください。

�� バルブÓに+,がÔっている,は、バルブからアクチュエータを�りyさないでください。

�� メンテナンスKLを�う�は、/0を>�するためにM�NのO�、�P、Q�を¹にSNしてください。

�� アクチュエータに��+、F,、または78ÕÖを°;する()となっているKnラインの{.をすべてはずします。アクチュエータがバ
ルブの×な98をØき�こさないことをc�してください。

�� バイパスバルブをoNするか、プロセスをÚ^にÛ�させて、バルブをプロセス+,からG3します。プロセス+,をバルブのÜ�から
BÐしてください。プロセスTUをバルブのÜ�からÝVします。
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�� アクチュエータのローディング+,をÐVし、アクチュエータスプリングのÀ+HをBÐします。

�� ロックアウトO<を·�して、4;でのKLÌに"�のß�がI.�にÇÈであることをc�してください。

�� バルブをパイプラインからyした£でも、バルブパッキンボックスには��されたプロセス��が�まれている��があります。パッキンボ
ックス�のàá�kやパッキンリングを�りyす�、またはパッキンボックスのパイププラグを@める�に、プロセスâUがãきVすことが
あります。

�� プロセスTUからのM�にR6なJ³ÊKについては、プロセス_`äLMまたは]^_`äLMにc�してください。

このメンテナンスの��は、アクチュエータ、トップマウント.ハンドホイールアッセンブリ（アジャスタブル・ダウン・トラベルストップ)、サイズ 34/34i から
 60/60i のアクチュエータ（Adアクチュエータ）サイドマウント.ハンドホイールアッセンブリ、サイズ 70、76 および 87 アクチュエータ（Adア
クチュエータ）サイドマウント.ハンドホイールアッセンブリ、およびケーシングマウント.トラベルストップのいくつかのセクションからÒÓされています。

アクチュエータ
このArでは、アクチュエータを½¾に}Ôし、�s�み てる8�が��されます。�Ðまたは;�がQ	なYZは、A!にQ	な�}だけ
を}Ôし、�いて、X�なArで�み てを�¹します。

OmT=がないYZ、キーn�はW 6、7、8、9 または 10に;されています。W 6 は、サイズ 30 から 60 のアクチュエータを、W 7 は、サイ
ズ 30i から 60i のアクチュエータを、W 8 は、サイズ 70 のアクチュエータを、W 9 は、サイズ  のアクチュエータを、W 10 は、サイズ 87 のアクチ
ュエータをそれぞれ;します。

アクチュエータの�B
コントロールバルブをラインからµ�し、バルブボディのi¤から�をÔÕして、バルブのi¤からプロセスÓÔをÖ£します。また、アクチュエー
タへのすべての�ラインを×Øし、アクチュエータへの�をすべてÔÕします。ロックアウトArをhSして、��でのA!�にpTのÕ�が
Ù�Cに¹Âであることをuvしてください。

1. ��されているYZは、ヨーク（キー 73）のp�の���}からチューブやパイプを�りVします。

2. スプリングアジャスタ（キー 74）をスプリングのRがÔÕされるまでÒyH¡りに（バルブgUに}かって）¡します。

�)

Ïº�な�kのÑ78のnきによる/0を�けるために、ステムコネクタにばねの,が³わっているときはステムコネクタのボルトを@めない
でください。

3. Q	なYZは、ステムコネクタ（キー 31）を}�してアクチュエータをバルブ�Ôから�りVしてください。サイズ 87 のコネクタではステムロック
ナットを�め、ステムコネクタナットを�りVしてください。Kのすべてのサイズでは、ステムロックナット（キー 69および75）を�めて、ステム・コネ
クタ・キャップの2�のねじをÚき�り、ステムコネクタを}�します。

4. スプリングアジャスタ（キー 74）をアクチュエータステム（キー 144）からÚき�ります。また、ばねシートとスプリング(キー 19 および 18 ）も
ヨークから.ちpげてVします。

5. ダイヤフラム・ケーシング・キャップのねじとナット（キー 13 および 14）を�りVし、p�ダイヤフラムケーシング（キー 1）を.ちpげてVします。

�j

O リング（キー 8）を<lしないように�BÌは�jがR6です。
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6. ��されているUnの�9を�りVします：ダイヤフラム（キー 3）、p�ダイヤフラムプレート（キー 4）、スペーサ（キー 2）、ボルト（キー
 12）、n�ダイヤフラムプレート（キー 71）、およびアクチュエータステム（キー 144）。O リング（キー 8）の\{を¡Éするために、シール
ブッシュ（キー 7）を>してアクチュエータステムのねじ�を�き]せるときには"~がQ	です。

7. ボルト（キー 12）を�りVし、このアッセンブリの�9を}�します。

8. シールブッシュを�りVすには、スナップリング（キー 72）を�りVし、ブッシュを�り£します。�Ðして、Q	なYZは、Oリング（キー 8 お
よび 9）を´¬してください。

9. ボルト（キー 30）を�りVし、n�ダイヤフラムケーシング（キー 64）およびガスケット（キー 70、サイズ 30/30i ～ 60/60i および 76/
76i）または O リング（キー 70、サイズ 70/70i または 87）をVします。Q	なYZは、ダウントラベルストップ（キー 77）を�りVすこと
ができます。

� 2. アクチュエータアッセンブリのæçトルクÅ

��、キーèÖ アクチュエータのサイズ ねじサイズ、インチ
トルク

N•m Lbf•ft

ケーシングとヨークのx、キー 30(1)

30/30i ～ 60/60i および
76/76i

3/8-16 41 30

70/70i および 87 1/2-13 95 70

トラベルストップ、キー 12

30/30i 3/8-24 41 30

34/34i と 40/40i 1/2-20 68 50

45/45i ～ 76/76i および
87

3/4-16 183 135

MO U ボルトナット、キー 170
34 と 40 1/2-13 81 60

45 ～ 60 5/8-11 163 120

MO U ボルトナット 、キー 147 34 と 40 3/8-16 41 30

MO U ボルトナット 、キー 144 45 ～ 60 3/8-16 41 30

ダイヤフラムケーシング、キー 14(1) 30/30i ～ 76/76i と 87 3/8-24 27 20

��ボルト、キー256
34i ～ 40i 1/2-13 92 68

45i ～ 60i 5/8-11 163 120

��ボルト、キー 257 34i ～ 60i 3/8-16 39 29

ステムコネクタ、キー 26(2)

30/30i ～ 40/40i 5/16-18 23 17

45/45i ～ 70/70i 3/8-16 39 29

87 1/2-13 91 67

1. Û×する「アクチュエータアッセンブリ」セクションに��してある�めLけパターンおよびArを@ってください。
2. ÜÝØをねじ�に	したYZのトルクz。

アクチュエータの7みéて
Q	に&じて、I 2 をP(してください。

1. O リング（キー 70/70、サイズ 70 および 87）にリチウムグリース（キー 237）をÙÚするか、ガスケットにリチウムグリース（キー 237）を
ÙÚします。Þしいガスケットまたは O リング（キー 70）をヨーク（キー 73）のpに�きます。n�ダイヤフラムケーシング（キー64）をヨー
クに�き、ßのj�をZわせます。ボルト（キー 30）を��して、ÛÜをàくrに、サイズ 30/30i‐60/60i および 76/76i アクチュエータ
のYZは 41 N�m（30 lbf�ft）に、サイズ 70/70i および 87 アクチュエータのYZは 95 N�m（70 lbf�ft）に>
に�めLけます。
ダウン・トラベル・ストップ（キー 77）が�りVされているYZは、トラベルストップを��して�めLけます。

2. O リング（キー 8 とキー 9）にリチウムグリース（キー 237）をÙり、O リングをシールブッシュ（キー 7）に��します。

3. シールブッシュにリチウムグリース（キー 237）をÝÞし、ブッシュをヨーク（キー 73）にÝり�ませ、スナップリング（キー 72）を��します。

�j

O リング（キー 8）を<lしないように�り	けÌは�jがR6です。

4. アクチュエータステム（キー 144）、n�ダイヤフラムプレート（キー 71）、ダイヤフラム（キー 3）、p�ダイヤフラムプレート（キー 4）およ
びトラベルストップ{さえねじとスペーサ（キー 12 および 2）を�み てます。リチウムグリース（キー 237）をボルトのねじ�にÙÚします。ボ
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ルト（キー 12）をI 2に;されているX�なトルクに�めLけます。このアッセンブリをアクチュエータqに��します。アクチュエータステムをシ
ールブッシュを>して{し�むときにはねじ�が O リングを\{しないように"~してください。

��

7Yでアクチュエータダイヤフラムを´¬するYZ、ダイヤフラムケーシングボルトの�めLけは、kれを}dできるだけのÛ}なÇ�で、かつ、�
áがâ\しない�sでSうように"~してください。サイズ 30/30i‐76/76i および 87 アクチュエータには、Adトルクレンチを	してUnの
�めLけのrßでhSしてください。

�j

ダイヤフラムケーシングのボルトとナット（キー 13 および 14）をAめ�ぎると、ダイヤフラムを<lするY	Zがあります。Aめ	けトルク
は27 N�m（20 lbf�ft）を�えないようにしてください。

��

これらのボルトとナットにはÜÝØを	しないでください。ボルト・ナットはãäで、àåしたものであるQ	があります。

5. p�ダイヤフラムケーシング（キー 1）を�りLけて、ボルトとナット（キー 13 および 14）を�りLけます。ダイヤフラムのボルトとナットをU
nの8�で�めLけます。

6. ��に、90sの�sをなすE��pの4�のボルトを13 N�m（10 lbf�ft）に�めLけます。

7. ´りのボルトをyH¡りにÛÜをàくrで 13 N�m（10 lbf�ft）に�めLけます。

8. ��に90sの�sをなすE��pに�めLけた4�のボルトを 27 N�m（20 lbf�ft）のトルクに�めLけます。

9. ´りのボルトをyH¡りにÛÜをàくrで 27 N�m（20 lbf�ft）に�めLけます。

10. ��のボルトを 27 N�m（20 lbf�ft）に�めた�、ボルトすべてをáâ¡りで 27 N�m（20 lbf�ft）に�s�めLけます。

11. �めLけが½¬したら、それUpの�めLけはSわないことがw�されます。

12. アクチュエータばね（キー 18）とばねシート（キー 19）を�りLけます。æきLき}dÜÝØ（キー 239）をアクチュエータステムのねじ
�と、ばねシートに�Yするスプリングアジャスタ（キー 74）のI にÙÚします。スプリングアジャスタをアクチュエータステムにねじ�みます。

13. 「��」セクションのArにÐって、アクチュエータをバルブに��します。

トップマウント.ハンドホイールアッセンブリ（アジャスタブル・ダウン・トラベルストップ）
アクチュエータのキーn�はW 6、7、8、9および10に;されています。また、トップマウント.ハンドホイールは、W 11、12、13、14および15に
;されています。

��

��sまたはBmCなAd+AがD'されているYZには、アクチュエータにケーシングマウント.トラベルストップやトップマウント.ハンドホイー
ルではなく、サイドマウント.ハンドホイールを��してください。サイドマウント.ハンドホイールは、Ad+Aでの�Eな	をFGして�Hされ
ています。
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トップマウント.ハンドホイールアッセンブリ（W 11、12、13、14および15）は、>mアジャスタブル・ダウン・トラベルストップとして、アクチュエータステ
ムの©¦¾Ôを��するために	されます。ハンドホイールをÒyH¡りに¡eしてエクステンションロッド（キー 150、W 11、13および 14）を
�きpげ、アクチュエータステムを�き¿します。

nTの��では、½¾な}Ôと��みLけのArが;されます。Q	なメンテナンスを½¬するのにQ	な}ÔだけをhSし、�いて、X�な
Arで�み てを�¹してください。

��

ハンドジャックバー（W 15）Lきのサイズ 70/70i および 87 アクチュエータのYZ、	�でないときや、ハンドホイールキャップ（キー　247）
がq��9のçよけのために�りLけられているときは、ハンドジャックバー（キー 58）を�りVすことがw�されます。

トップマウントêハンドホイールの�B
1. コントロールバルブをバイパスし、ローディング�を�:まで�¨させます。また、��されているYZは、ヨーク（キー 73、W 6、8、9 お

よび 10）のp�の���}からチューブやパイプを�りVします。

2. ハンドホイールアッセンブリがばねのRをÄこさないようにして、ハンドホイール（キー 58）をyH¡りに¡します。

3. アクチュエータのスプリングアジャスア（キー 74）を¡し、スプリング（キー 18）のRをすべてÔÕします。

4. スラストベアリング、レース、ハンドホイールねじ（キー 180、181 および 160）のみを?@/�しているYZは、UnのArにÐってください：

�� キャップを�りVし、コッタピンを�り£します。キャッスルナット、ベアリングリテーナ、スラストベアリング、およびレース（キー 247、167、166、
180 および 181）を�りVします。

�� ハンドホイールを	してハンドホイールねじ（キー 160）をハンドホイール�Ô（キー 148）からVします。

�� Q	に&じて、このときエクステンションロッド（キー 150）を�りVします。��}のメンテナンスArでは、このロッドを�りVすQ	はあり
ません。

�� Q	に&じて、すべての�9をãè、/�するか、�9の´¬をSいます。��み てが½¬したら、ハンドホイールアッセンブリ、ベアリング、
レースにæきLき}dのÜÝØ（キー 239）をÙÚします。

�� ハンドホイールねじをÜÝしてハンドホイール�Ô（キー 148）に�りLけます。レース、ベアリングおよびリテーナ（キー 181、180、182）
をÜÝして�s��します。キャッスルナット（キー 166）を�s�りLけ、�めLけて、コッタピン（キー167）を®し�みます。ハンドホイ
ールのキャップ（キー 247）を�s�りLけます　。

5. サイズ 30/30i から 60/60i および 76/76i アクチュエータのハンドホイールのef（� 11 および 13）:

�� ボルト（キー 161）を�りVします。ガイドプレートがハンドホイールと�りLけプレート（キー 157、キー 148 および 158）のxで¡すこと
ができるかどうかをuvしてください。

�� キャップ（キー 247）とコッタピン（キー 167）を�りVします。Q	なYZは、キャッスルナット（キー 166）を�りVし、エクステンションロ
ッド（キー 150）のねじを�めます。ロット、ハンドホイール�Ô（キー 148）、および�りLけられている�9を�りVします。

�� ��ナットとボルト（キー 14 および 13、W 6、7、8、9 および 10）をダイヤフラムケーシングから�りVします。p�ダイヤフラムケーシング
（キー 1）と�りLけプレート（キー 158）を.ちpげてVします。

�� ハンドホイール（キー 58）を¡して、ハンドホイールねじ（キー 160）をハンドホイール�Ô（キー 148）からVします。ハンドホイール
（キー 58）をハンドホイールねじから}�するQ	があるYZは、?.リング（キー 60）を�りVします。

�� Q	なYZは、Unの�み てArに¿る\に、KのアクチュエータのメンテナンスをhSしてください。
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6. サイズ 70/70i および 87 アクチュエータのハンドホイールのef（� 14 および 15）：

�� キャップ（キー 247）を�りVします。コッタピン（キー 167）�り£し、キャッスルナット、ベアリングリテーナ、スラストベアリング（キー 166、
182、181 および 180）を�りVします。ä¡はエクステンションロッド（キー 150）を�りVすQ	はありません。

�� ��ナットとボルト（キー 14 および 13、W 6、7、8、9 および 10）をダイヤフラムケーシングから�りVします。p�ダイヤフラムケーシング
（キー 1）、ハンドホイール�Ô（キー 148）および�りLけられている�9を.ちpげて�り£します。

�� トラベルストップ（キー 152）が	されているYZは、アッセンブリで	されるボルト（キー 154）との'�におけるj�をメモに�り、
T¾します。トラベルストップとボルトのねじを�め、�りLけプレート（キー 158、W 14） またはハンドホイール�Ô（キー 148、W 14）
のいずれか、および�りLけられている�9を�りVします。

�� ハンドホイール（キー 58）を¡して、ハンドホイールねじ（キー 160）をハンドホイール�Ô（キー 148）からVします。ハンドホイール
（キー 58）をハンドホイールねじから}�するQ	があるYZは、?.リング（キー 60）を�りVします。

�� Q	なYZは、Unの�み てArに¿る\に、KのアクチュエータのメンテナンスをhSしてください。

トップマウントêハンドホイールの7みéて
サイズ 30/30i から 60/60i および 76/76i アクチュエータのハンドホイールのef：

トップマウント.ハンドホイールアッセンブリについてはW 11、12 および 13 をそれぞれP(してください。

1. �りVされているYZは、ハンドホイール（キー 58）をハンドホイールねじ（キー 160）の��にスライドさせ、リテーナリング（キー60）を
0'のj�に�りLけます。また、�りVされていたYZは、ガイドポスト（キー 150）も�りLけます。

2. æきLき}dÜÝØ（キー244）をハンドホイールステム（キー133）のねじ�にÛ}ÙÚします。ねじをハンドホイール�Ô（キー 148）
に¡し�れます。

3. �りLけプレート（キー 158）をボルト（キー 154）を	ってダイヤフラムケーシング（キー 1、W 6、8、9 および 10) に�りLけます。ね
じをbで�めLけます。

4. トラベルストップが	されていたYZは、トラベルストップを「}Ô」のArをhSしたÂにT¾した¼のj�に�りLけてください。ねじとトラ
ベルストップを�めLけます。

��

7Yでアクチュエータダイヤフラムを´¬するYZ、ダイヤフラムケーシングボルトの�めLけは、kれを}dできるだけのÛ}なÇ�で、かつ、�
áがâ\しない�sでSうように"~してください。サイズ 30/30i‐76/76i および 87 アクチュエータには、Adトルクレンチを	してUnの
�めLけのrßをhSしてください。

�j

ダイヤフラムケーシングのボルトとナット（キー 13 および 14）をAめ�ぎると、ダイヤフラムを<lするY	Zがあります。Aめ	けトルク
は27 N�m（20 lbf�ft）を�えないようにしてください

��

これらのボルトとナットにはÜÝØを	しないでください。ボルトとナットはãäで、àåしたものであるQ	があります。

5. ダイヤフラムケーシング（キー 1、W 6、7、8、9 および 10）、�りLけプレート（キー 158）、トラベルストップ（キー 152）（	されて
いるYZ）、およびボルト（キー 154）をダイヤフラムに��します。ボルトと��ナット（キー 13 および 14、W 6、7、8、9 および10）を
�りLけ、Oの8�で�めLけます。
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6. ��に、90sの�sをなすE��pの 4 �のボルトを13 N�m（10 lbf�ft）に�めLけます。

7. ´りのボルトをyH¡りにÛÜをàくrで 13 N�m （10 lbf�ft）に�めLけます。

8. ��に90sの�sをなすE��pに�めLけた4�のボルトを 27 N�m（20 lbf�ft）のトルクに�めLけます。

9. ´りのボルトをyH¡りにÛÜをàくrで 27 N�m（20 lbf�ft）に�めLけます。

10. ��のボルトを 27 N�m（20 lbf�ft）に�めた�、ボルトすべてをáâ¡りで 27 N�m（20 lbf�ft）に�s�めLけます。

11. �めLけが½¬したら、それUpの�めLけはSわないことがw�されます。

12. Q	なYZは、エクステンションロッド（キー 150）をコネクタ（キー 27）にねじ�みます。ガイドプレート（キー 157）をエクステンションロ
ッド（キー 150）pにスライドさせます。サイズ 45/45i から 76/76i のYZは、スペーサ（キー 253）をガイドプレート（キー157）のp
に�きます。Q	なYZは、エクステンションロッド（キー 150）を´¬します。ハンドホイール�Ô（キー 148）をエクステンションロッドのp
でスライドさせて、スペーサ（キー253）でハンドホイール�Ôのj�を¼め、ßをZわせ、ボルト（キー 161）を��して�めLけます。

13. スラストベアリング（キー 181 および 180）をÜÝØをÙって�りLけ、ベアリングリテーナ（キー 182）を�りLけ、キャッスルナット
（キー 166）をエクステンションロッドに�りLけます。ベアリングのキャッスルナットを�め[ぎないようにしてください。コッタピン（キー 167）
を�りLけます。キャップ（キー 247）を´¬します。

14. 「アクチュエータのメンテナンス」セクションの「�み て」の�}をP(してください。

サイズ 70/70i および 87 アクチュエータのハンドホイールのef（� 14 および 15）：

トップマウント.ハンドホイールアッセンブリについてはW 14、ハンドジャック・バー・アッセンブリについてはW 15 をそれぞれP(してください。

1. �りVされているYZは、ハンドホイール（キー 58）をハンドホイールねじ（キー 160）の��にスライドさせ、リテーナリング（キー60）を
0'のj�に�りLけます。

2. æきLき}dÜÝØ（キー160）をハンドホイールステム（キー239）のねじ�にÙÚします。ねじをハンドホイール�Ô（キー 148）に
¡し�れます。

3. Q	なYZは、エクステンションロッド（キー 150）をコネクタ（キー 27）に�りLけて、�めLけます。ハンドホイール�Ô（キー 148）を
ダイヤフラムケーシング（キー 1、W 6、7、8、9 および 10）pに��して、ßをZわせます。ボルト（キー 154）を��します。ねじをb
で�めLけます。

4. トラベルストップが	されていたYZは、トラベルストップを「}Ô」のArをhSしたÂにT¾した¼のj�に¿してください。ねじとトラベル
ストップを�めLけます。

��

7Yでアクチュエータダイヤフラムを´¬するYZ、ダイヤフラム・ケーシング・ボルトの�めLけは、kれを}dできるだけのÛ}なÇ�で、かつ、
�áがâ\しない�sでSうように"~してください。サイズ 30/30i‐76/76i および 87 アクチュエータには、Adトルクレンチを	してUn
の�めLけのrßをhSしてください。

�j

ダイヤフラムケーシングのボルトとナット（キー 13 および 14）をAめ�ぎると、ダイヤフラムを<lするY	Zがあります。Aめ	けトルク
は27 N�m（20 lbf�ft）を�えないようにしてください

��

これらのボルトとナットにはÜÝØを	しないでください。ボルトとナットはãäで、àåしたものであるQ	があります。
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5. エクステンションロッド（キー 150）をハンドホイールねじ（キー 160）に{し�れ、ダイヤフラムケーシング（キー 1、W 6、7、8、9 および 10）
を�りLけられていた�9と>oにダイヤフラムに��します。ボルトと��ナット（キー 13 および 14、W 6、7、8、9 および10）を�りLけ、O
の8�で�めLけます。

6. ��に、E��pの4�のボルトを13 N�m（10 lbf�ft）に�めLけます。

7. ´りのボルトをyH¡りにÛÜをàくrで 13 N�m （10 lbf�ft）に�めLけます。

8. ��に�めLけた4�のボルトを 27 N�m（20 lbf�ft）のトルクに�めLけます。

9. ´りのボルトをyH¡りにÛÜをàくrで 27 N�m（20 lbf�ft）に�めLけます。

10. ��のボルトを 27 N�m（20 lbf�ft）に�めた�、ボルトすべてをáâ¡りで 27 N�m（20 lbf�ft）に�s�めLけます。

11. �めLけが½¬したら、それUpの�めLけはSわないことがw�されます。

12. スラストベアリング（キー 180 および 181）をÜÝØをÙって�りLけ、ベアリングリテーナ（キー 182）を�りLけ、キャッスルナット
（キー 166）をエクステンションロッドに�りLけます。ベアリングのキャッスルナットを�め[ぎないようにしてください。コッタピン（キー 167）
を�りLけます。キャップ（キー 247）を�s�りLけます。

13. 「アクチュエータのメンテナンス」セクションの「�み て」の�}をP(してください。

サイドマウント.ハンドホイール、サイズ 34/34i から 60/60i のアクチュエータ
サイドマウント.ハンドホイールアッセンブリは、>m、サイズ 34 から 60（W 16 および 18）と 34i から 60i（W 17 および 19）のアクチュエ
ータでAdアクチュエータとして	されます。ニュートラルのj�を>[するまでハンドホイールをÒyH¡りに¡すとバルブが�きます。ハンドホイ
ールアッセンブリの 2 つのレバー（キー　146、W 16、17、18 および 19）がバルブステムをdかすことでバルブを+Aします。

nTの��では、½¾な}Ôと��みLけのArが;されます。Q	に&じて、Q	なステップからA!を¤めてください。

サイドマウントêハンドホイール（サイズ 34-60 と 34i-60i）の�B
1. サイズ 34 からサイズ 60 のアクチュエータには ステップ a. を	し、サイズ 34i からサイズ 60i のアクチュエータにはステップ b. をoNし

ます。

a. サイズ 34 ～ 60 のef： Q	に&じて、ハンドホイールアッセンブリをアクチュエータヨークからVすことができます。 �りVすYZは、�
�ナット（キー 147 および 170）を、サイズ 30 およびサイズ 40 のヨークにこのアッセンブリを?.している U ボルト（キー 166 およ
び 143）から�りVします。��ナット（キー 144 および 170）を、サイズ 45 からサイズ 60 のヨークにこのアッセンブリを?.してい
る U ボルト（キー 166 および 143）から�りVします。

b. サイズ 34i から 60i のef： Q	に&じて、ハンドホイールアッセンブリをアクチュエータヨークからVすことができます。 �りVすYZは、
サイズ 30i からサイズ 60i  256 および 257）とスペーサー（キー 258）をVします。

2. リテーニングリング（キー 154）を�りVして、レバーピボットピン（キー 153）を{し£します。

3. 2 �のねじ（キー 156）がæçのレバー（キー 146）をé^しています。レバーのp�からねじを�りVして、レバーをアッセンブリからVし
ます。}Ôを�け、Q	に&じて、Kのねじも�りVしてください。

4. ポインタ（キー 160）の�ろにあるねじ（キー 161）とポインタ�りLけボルト（キー 159、WにI;なし）を�りVします。

5. ストップナット（キー 54）、ロックワッシャ（キー 150）およびワッシャ（キー 149）を�りVします。�いて、�さいボール（キー 55）とば
ね（キー 56）をêêしないように"~して、ハンドホイール（キー 51）を�りVします。

6. ロックLきdめねじ（キー 168、W 19）を�めますOに、X�なツールを	して、ベアリングリテーナ（キー 136）のねじをVします。
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7. ハンドホイ－ルねじアッセンブリ（キ－ 145）をハンドホイール�Ô（キ－ 142）から�きÚいてください。オペレ－ティングナット（キ－132）
がねじと>oに£できます。さらに、サイズ 34 および 40 ではブッシュ（キー 151、W 16 または 17）も�りVします。

8. Q	なYZは、2 つのボールベアリング（キー 152）を、¯8はベアリングリテーナから、K8はハンドホイール�Ôから�りVします。

サイドマウントêハンドホイール（34-60 および 34i-60i）の7みéて

ここをクリックするか、Oの QR コードをPみ�ると、サイドマウント.ハンドホイールを 667 アクチュエータ
に��するdQをご�いただけます。

1. ボールベアリング（キー 152）にæきLき}dÜÝØ（キー 244）をÝÞします。ベアリング（キー 151、W 16 または 17）1 Nとブッ
シュをハンドホイール�Ô（キー 142）に��します。ブッシングはサイズ 45/45i から 60/60i のアクチュエータではハンドホイールアッセンブ
リには	されません。

2. æきLき}dÜÝØ（キー 244）をハンドホイールスクリューアッセンブリ（キー 145）のねじにÙÚして、オペレーティングナット（キー 132）
をねじ�んでください。ねじに 2 n�のボールベアリング（キー 152）をセットして、ねじの��をサイズ 34/34i と 40/40i ではブッシュ
（キー 16 または 17）に、サイズ 45/45i から 60/60i ではベアリングに��します。

3. ベアリングリテーナ（キー 136）をボディ（キー 142）にねじ�みます。ベアリングリテーナをいっぱいに�め�んでから、4 }の 1 ¡eだけ�
めてください。dめねじ（キー 168、W 16 または 17）を�めて、ベアリングリテーナを0'のj�に?.します。

4. リチウムグリース（キー 241）をハンドホイールボディ（キー 142）のëにÙります。ばね（キー 56）とボール（キー 55）をハンドホイール（
キー 51）に��します。ハンドホイールにボールとばねを?.しながら、ハンドホイール、ワッシャ（キー 149）、ロックワッシャ（キー 150）お
よびストップナット（キー 54）をハンドホイールねじ（キー 145）の��にセットします。ストップナットを�めます。

5. ポインタ�りLけボルト（キー 159、WにI;なし）とポインタ（キー 160）のj�を¼めます。ねじ（キー 161）を��して�めます。

6. サイズ 45/45i、50/50i および 60/60i のアクチュエータのハンドホイールアッセンブリではボルト（キー 156）、サイズ 34/34i および 
40/40i のアクチュエータのハンドホイールアッセンブリでは、�ねじ（キー 156）を	して 2 つのレバー（キー 146）を�み てます。

7. サイズ 34 からサイズ 60 のアクチュエータには ステップ a. を	し、サイズ 34i からサイズ 60i のアクチュエータにはステップ b. をoNし
ます。

a. サイズ 34 ～ 60 では、 ハンドホイールアッセンブリをヨーク（キー 9、W 6、8 または 10）から�りVしたYZ、ドエルピンをj�Zわせに
	し、ハンドジャックアッセンブリを�sヨークに�りLけます。 サイズ 34 およびサイズ 40 のYZは、U ボルトおよび J ボルト（キー 166
および 143）をヨークに��し、��ナット（キー 170 および 147）をA�めしてハンドホイールアッセンブリを0'のj�に?.します。
サイズ 45 からサイズ 60 のYZは、U ボルト（キー 166 および 143）をヨークに��し、��ナット（キー 170 および 144）をA�め
してハンドホイールを0'のj�に?.します。ボルト（キー 30 から 40 はキー 144、サイズ 45 から 60 はキー 158）を�めLけ
ます。サイズ 34 およびサイズ 40 のYZは、U ボルトナットを 81 N•m [60lbf•ft] （キー 170） および 41 N•m [30 lbf•ft] 
（キー 147）に�めLけます。サイズ 45 からサイズ 60 のYZは、U ボルトナットを 163 N•m [120lbf•ft] （キー 170） および 
41 N•m [30 lbf•ft]（キー 144）に�めLけます。ハンドホイールアッセンブリは、Qず、��パッドにEしてはìÆ、ヨークにEしてはë
�なUVを?つようにします。

b. サイズ 34i から 60i のef： ハンドホイールアッセンブリをヨーク（キー 9、W 7、9 または 10）から�りVしたYZ、ドエルピンをj�
Zわせに	し、ハンドジャックアッセンブリを�sヨークに�りLけます。p�ボルト（キー256）をアッセンブリにLけ、Aで�めてハンドホ
イールを0'のj�に?.します。スペーサ（キー 258）をヨークおよびハンドジャックアッセンブリのxに��し、ボルト（キー 257）の
j�を¼めて、Adで�めLけます。サイズ 34i およびサイズ 40i のYZは、ボルト（キー 256）を 92 N•m [68 lbf•ft] および
（キー 257） を 39 N•m [29 lbf•ft] にそれぞれ�めます。 サイズ 45i から 60i のYZは、ボルト（キー256）を 163 N•m
[120 lbf•ft] および（キー 257）を 39 N•m [29 lbf•ft] にそれぞれ�めます。

8. W 11またはW 12に;すようにレバー（キー 146）を��します。レバーピボットピン（キー 153）を��して、レバーピボットピンpにリテ
ーニングリング（キー 154）を�りLけます。

http://videos.emersonprocess.com/detail/video/4356220921001/installing-a-side-mounted-hand-wheel-on-a-fisher-657-size-40i-actuator?autoStart=true
https://goo.gl/9uAO7J
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サイドマウント.ハンドホイールアッセンブリ、サイズ 70、76 および 87 アクチュエー
タ
サイドマウント.ハンドホイールアッセンブリ（W 20) は、>m、@rのAdアクチュエータとして	されます。 ニュートラルのj�を>[する
までハンドホイールをyH¡りに¡すと、バルブ�Ôはmに�じます。サイズ 70、76 または 87 アクチュエータのハンドホイールアッセンブリpの
スリーブ（キー 123、W 20）がバルブステムをdかして、バルブ�Ôを�きます。

nTの��では、½¾な}Ôと��みLけのArが;されます。Q	に&じて、Q	なステップからA!を¤めてください。

サイドマウントêハンドホイール（サイズ 70、76 および 87）の�B
1. コントロールバルブをバイパスします。ローディング�を9:までnげてます。ヨークでローディング�のチューブとパイプの��をÔ®します。

2. カバーバンド（キー 87）を�りVし、スプリングアジャスタ（キー 74）をÒyH¡りに¡してばねのRをÔÕします。

3. ボルトとナット（キー 13 および 14）を�りVし、p�ダイヤフラムケーシング（キー 1）を.ちpげてVします。

4. トラベルストップねじ（キー 12）とスペーサ（キー 2）を�りVし、ダイヤフラムプレート（キー 4）、ダイヤフラム（キー 3）、およびn�ダイ
ヤフラムプレート（キー 71）を�り£します。

5. ボルト（キー 90）をVして、��されている�9、n�ダイヤフラムケーシング（キー 64）、O リング（キー 70）、スプリングケースアジャス
タ（キー 89）、シールブッシュ、O リング、スナップリング（キー 7、8、9、72）を�りVします。

6. スナップリング（キー 72）を�りVし、シールブッシュおよび O リング（キー 7、8 および 9）をスプリング・ケース・アダプタ（キー 89）からス
ライドさせてVします。

7. アクチュエータスプリングを（キー 18）を�り£します。

8. ステムコネクタ（キー 31）とステム・コネクタ・ボルトを�りVします。

9. アクチュエータステム（キー 144）をヨークから�きpげて、Vします。ばねシート（キー 19）、スプリングアジャスタ（キー 74）、スラストベア
リング（キー 128）およびピンLき��ねじ（キー 131）がアクチュエータステムと>oに£てきます。

10. ハンドホイールを¡して、n�スリーブ（キー 123）がヨークのn�からËìできるようにします。ニュートラルインジケータスケール（キー 125）
はdかさないでください。

11. 2 �のdめねじ（キー 121）を�め、ベアリング・リテーナ・フランジ（キー 45）をVします。ウォームギヤーとスラストベアリング（キー 132）
2N（ギアの¯¤1Nずつ）を�りVします。

12. îíに&じて、��にハンドホイールナット（キー 127）およびハンドホイール（キー58）を�りVすことにより、ウォームシャフト（キー  51）
および'é�9を}Ôすることができます。�さいボール（キー 141）とばね（キー 142）をêêしないようにしてください。

13. ïウォーム・シャフト・リテーナ（キー 48 および 49）のdめねじ（キー 52）を�めます。ウォームシャフトリテーナ（キー 48 および 49）の
ねじをVします。ボールベアリング（キー50）はリテーナとGに�り£されます。

サイドマウントêハンドホイール（サイズ 70、76 および 87）の7みéて
1. フロントおよびバックのウォームリテーナ（キー 48 および 49）のそれぞれに、dめねじ（キー 52）のスロットがねじ�に�けられています。
ボールベアリング（キー 50）にæきLき}dÜÝØ（キー 239）をÝÞして、W 20に;すようにバックのウォームリテーナ（キー 49）にボ
ールベアリング 1 Nを��します。

2. バック・ベアリング・リテーナとボールベアリング（キー 49および 50）をヨークにねじ�みます。ウォームリテーナのスロットをヨークのねじßにZわせ
てから、dメネジ（キー 52）をねじ�んでこれを�'します。

3. æきLき}dÜÝØ（キー 239）をウォームシャフト（キー 51）のねじ�にÙÚして、シャフトの��がバックのベアリングリテーナにきちんと
�まるように、シャフトをヨークに��します。

4. フロントのウォームリテーナリテーナ（キー 49）にベアリングを��して、リテーナとボールベアリングをヨークにねじ�みます。ウォームリテーナのス
ロットをヨークのねじßにZわせてから、dメネジ（キー 52）をねじ�んでこれを�'します。

5. ばねとボール（キー 141 および 142）をハンドホイール（キー 58）にセットします。ハンドホイールをウォームシャフト（キー 51）に��しま
す。��ナット（キー 127）をウォームシャフトにねじ�んでください。
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6. æきLき}dÜÝØ（キー 239）を 2 Nのニードルベアリング（キー 132）にÝÞし、ウォームギア（キー 44）のねじ�にÙÚします。
W 20で;されるように、キー（キー 122）、ベアリングおよびウォームギアをヨーク（キー73）に��します。

7. ベアリング・リテーナ・フランジ（キー 45）のねじ�にスロットが�り�まれています。フランジをヨークにねじ�み、スロットとdめねじ（キー121）
のßが²うようにします。ねじを��して�めLけます。

8. n�スリーブ（キー 123）には、¯8の��に�î~�されたëがLいています。スリーブのねじ�にæきLき}dÜÝá（キー 239）を
ÙÚし、n�スリーブのëがLいている��をベアリング・リテーナ・フランジにスライドさせて�りLけ、ハンドホイールを¡してスリーブをウォームギ
アを>してfり�み、n�スリーブのスロットがヨークのキー（キー 122）と³みZうようにします。n�スリーブがヨークのI より 81 mm
（3.19インチ）をn8にïき£るまで、ハンドホイールを¡し�けます。n�スリーブのÁ�がニュートラルインジケータpのエクステンションÁ
�と²うはずです。

9. スラストベアリング（キー 128）にæきLき}dÜÝØ（キー 239）をÙÚします。アクチュエータステム（キー 144）および�りLけられてい
る��ねじ（キー 131）、ピン（キー 130）、スラストベアリング（キー 128）、ばねシート（キー 19）およびスプリングアジャスタ（キー 74）
をヨークにスライドさせて�りLけます。W 20に;されているように、ステムのn��がn�スリーブ（キー 123）を>して{し�まれ、n�スリー
ブは��ねじ（キー 131）qにすべり�みます。

10. アクチュエータステム（キー 144）をバルブステムにZわせます。i8のステムをステムコネクタ（キー 31）のµ¶�9の2つのxに�し、ね
じ�がi8のステムでtしく³みZっていることをuvします。アクチュエータステムがp�j�にあるとき、n�スリーブのn�とステムコネクタの
p� とのxの¡�は、ほぼ 3.2 mm（1/8 インチ）でなければなりません。この��によって、n�スリーブは��トラベルでもð 3.2 mm
}のñびをu?することになります。ボルトでµ¶�9を>oに�めLけてください。

11. アクチュエータスプリング（キー 18）をばねシート（キー 19）のヨークに�りLけます。

12. O リング（キー 8 とキー 9）にリチウムグリース（キー 237）をÙり、O リングをシールブッシュ（キー 7）に��します。シールブッシュと O 
リングをスプリングケースアダプタ（キー 89）に�りLけます。

13. スナップリング（キー72）を�りLけます。

14. シールブッシュと O リング（キー 7、8 および 9）をアクチュエータステム（キー 144）のpに{し�れ、ヨークにスプリングケースアダプタ
（キー 89）、n�ダイヤフラムケーシング（キー 64）および O リング（キー 70）を��します。

15. ボルト（キー 90）を��して�めLけます。

16. n�ダイヤフラムプレート（キー 71）、ダイヤフラム（キー 3）（ò
がLいている がp）、ダイヤフラムプレート（キー 4）、スペーサ
（キー2）、ボルト（キー 12）をアクチュエータステム（キー 144）pにスライドさせて�りLけます。ボルトを�めLけます。

17. ダイヤフラムケーシング（キー 1）をダイヤフラムに��します。ダイヤフラム（キー 3）とダイヤフラムケーシング（キー 1 および 64）のßを
²えます。

��

7Yでアクチュエータダイヤフラムを´¬するYZ、ダイヤフラムケーシングボルトの�めLけは、kれを}dできるだけのÛ}なÇ�で、かつ、�
áがâ\しない�sでSうように"~してください。サイズ 30/30i‐76/76i および 87 アクチュエータには、Adトルクレンチを	してUnの
�めLけのrßをhSしてください。

�j

ダイヤフラムケーシングのボルトとナット（キー 13 および 14）をAめ�ぎると、ダイヤフラムを<lするY	Zがあります。Aめ	けトルク
は27 N�m（20 lbf�ft）を�えないようにしてください。

��

これらのボルトとナットにはÜÝØを	しないでください。ボルトとナットはãäで、àåしたものであるQ	があります。

18. ボルトと��ナット（キー 13 および 14）を�りLけ、Oの8�で�めLけます。
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19. ��に、90sの�sをなすE��pの4�のボルトを13 N�m（10 lbf�ft）に�めLけます。

20. ´りのボルトをyH¡りにÛÜをàくrで 13 N�m （10 lbf�ft）に�めLけます。

21. ��に90sの�sをなすE��pに�めLけた4�のボルトを 27 N�m（20 lbf�ft）のトルクに�めLけます。

22. ´りのボルトをyH¡りにÛÜをàくrで 27 N�m（20 lbf�ft）に�めLけます。

23. ��のボルトを 27 N�m（20 lbf�ft）に�めた�、ボルトすべてをáâ¡りで 27 N�m（20 lbf�ft）に�s�めLけます。

24. �めLけが½¬したら、それUpの�めLけはSわないことがw�されます。

25. 「��」セクションの「ローディング��」Arおよび「��」セクションのArを£えた�でアクチュエータをsに¿してください。

ケーシングマウント.トラベルストップ

��

��sまたはBmCなAd+AがD'されているYZには、アクチュエータにケーシングマウント.トラベルストップやトップマウント.ハンドホイー
ルではなく、サイドマウント.ハンドホイールを��してください。サイドマウント.ハンドホイールは、Ad+Aでの�Eな	をFGして�Hされ
ています。

ケーシングマウント.アジャスタブルトラベルストップ（W 21 から 25にI;）がnoきの8o（アクチュエータステムの©¦）、またはpoき8
o（アクチュエータステムの�き�み）のトラベルを��するために	できます。W 21 のトラベルストップは、ダウン・トラベル・ストップ、W 22
のトラベルストップはアップおよびダウンのトラベルストップ、W 23、24 および 25 のトラベルストップは、アップ・トラベル・ストップです。

ロックナット（キー 151、W 21 および 22）、ステム（キー 150、W 23）、ハンドホイール（キー 58、W 24）またはボルト（キー 177、
W 25）を	して、トラベルストップによりトラベルが��されるポイントを�'します。トラベルストップを�'した�に、ロックナットを�めLけ、
キャップ（キー 149、W 21および 23、キー 247、W 22）を�s�りLけことをuvしてください。

}Ôおよび�み てについての��をnTに;します。Q	なメンテナンスを½¬するのにQ	な}ÔだけをhSし、�いて、X�なArで�
み てを�¹してください。

キーn�は、W 21 から 25に;されています。

1. トラベルストップで	されているYZは、キャップ（キー 149 または 247）を�りVします。ダウントラベルストップでは、ロックナット
（キー 151、W 21 および 22）を�め、ストップがスプリングのRを]じていないようにしてください。

2. コントロールバルブをバイパスし、ローディング�を�:まで�¨させます。また、ヨーク（キー 73、W 6、8 および 10）のp�の���
}からチューブやパイプを�りVします。

3. ダウントラベルストップでは、スプリングアジャスタ（キー 74、W 6、8 および 10）をステムコネクタ（キー 31）にoかって¡しヨークからVし、
スプリング（キー 18）のすべてのRをÔÕします。

4. スタイル 11 トラベルストップ（� 22)では、 ボルト（キー 161）を�りVして、ガイドプレート（キー 157）がハンドホイール�Ô
（キー 148）と�りLけプレート（キー 158）のxで¡eできるかをuvしてください。

5. ナット（キー 151）にレンチを	して、エクステンションロッド（キー 150）のねじをVします。ロット、ハンドホイール�Ô（キー 148）、お
よび�りLけられている�9を�りVします。

6. ��ナットとボルト（キー 14 および 13、W 6、8 および 10）をダイヤフラムケーシングから�りVしますp�ダイヤフラムケーシング（キー 1、
W 6、8 および 10）を.ちpげてVします。スタイル 11 トラベルストップのYZは、�りLけプレート（キー 158）をVします。スタイル 10、
12 および 13 のYZは、トラベル・ストップ・アッセンブリはケーシングと>oに�りVします。

7. アッセンブリで	されるボルト（キー 154）にEするトラベルストップ（キー 152）のj�をメモに�り、T¾します。トラベルストップとボルト
のねじを�め、�りLけプレート（キー 158）またはハンドホイール�Ô（キー 148）のいずれか、および�りLけられている�9を�りVし
ます。
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8. ステム（キー 150）とねじ（キー 160、W 22）をハンドホイール�Ôから}�します。

9. �s�りLける\に、W 21 からW 25 のキー 239 で;されている�9にÜÝØをÙÚします。æきLき}dÜÝØ（キー 239）を	
してください。

10. �りVしの3のrßで�9を�み て�します。

11. ボルト（キー 154）およびトラベルストップ（キー 152）（	されているYZ）を´¬するÂは、ステップ 7 でT¾した¼のj�に¿っ
ていることをuvしてください。

�j

ダイヤフラムのボルトとナット（キー 13 および 14、� 6、7、8、9 および 10）をきつくAめすぎると、ダイヤフラムを<lするY	Zがあ
ります。 Aめ	けトルクは 27 N�m（20 lbf�ft）を�えないようにしてください。

12. ボルトとナット（キー 13 および 14、W 6、7、8、9 および 10）を�りLけ、bで�めLけます。ダイヤフラムのボルトとナットをÛÜをàく
rで 27 N�m（20 lbf�ft）のトルクに�めLけます。

13. スプリングアジャスタ（キー 74、W 6、7、8、9および 10）を¼のj�に¿します。トラベルストップを���します。

�kの�ë
アクチュエータには、それぞれのネームプレートにシリアルn�がðªされています。óô$Bまたは´¬�9に'しては、�]りのエマソン`!0
またはお1くのビジネスパートナーへおaいZわせのÂに、mにこのn�をおÏえください。また、nTの「パーツキット」および「パーツ>�」のïセク
ションに;されているïQ	�9の¾11#Üのパーツn�をP(してください。

�)

Fisher のÁÂQN¤�kのみをoQしてください。エマソン・オートメーション・ソリューションズがî°していない�kは、いかなる�ïで
もFisherバルブにoQしないでください。oQしたefはMOÊPyとなるefがあり、またバルブのZ	にðñQをòぼしたり、/0や
��の<lの-.となるY	Zがあります。

�kキット

アクチュエータ;� —
ソフト�9キット

�9キットには、キー 8、9 および 70 がñまれます。O リングのáõは
ニトリルで、ガスケットのáõはöZáです。

�� パーツèÖ

Size 30/30i R667X000302
Sizes 34/34i & 40/40i R667X000402
Sizes 45/45i through 60/60i R667X000502
Sizes 70/70i & 87 R667X000702
Size 76/76i R667X000762

アクチュエータ;� —
ハードウェアキット

ハードウェアキットには、ケーシングボルト（キー 13）、ケーシングナット
（キー 14）、アクチュエータステム（キー 144）、シールブッシング 
（キー 7）がñまれ、いずれも÷�áõとなっています。

�� �kèÖ

Size 30/30i R667X000312
Size 34/34i R667X000412
Size 40/40i R667X000422
Size 45/45i R667X000512
Size 46/46i R667X000522
Size 50/50i R667X000532
Size 60/60i R667X000542
Size 70/70i R667X000722
Size 76/76i R667X000772
Size 87 R667X000732

www.Fisher.com
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サイドマウント.ハンドホイール�;
キット

�;キットには、サイドマウント.ハンドホイールを`~する�9がñまれ
ます。

�� パーツèÖ

Size 34 Push‐Down‐To‐Close 30A8778X0E2
Size 34 Push‐Down‐To‐Open 30A8778X0F2
Size 40 Push‐Down‐To‐Close 30A8778X0G2
Size 40 Push‐Down‐To‐Open 30A8778X0H2
Size 45 & 46 Push‐Down‐To‐Close 40A8779X0A2
Size 45 & 46 Push‐Down‐To‐Open 40A8779X0B2
Size 50 & 60 Push‐Down‐To‐Close 40A8779X0C2
Size 50 & 60 Push‐Down‐To‐Open 40A8779X0D2
Size 34i push down to close GE71635X0E2
Size 34i push down to open GE71635X0F2
Size 40i push down to close GE71635X0G2
Size 40i push down to open GE71635X0H2
Size 45i & 46i push down to close GE71636X0A2
Size 40i & 60i push down to open GE71636X0B2
Size 50i & 60i push down to close GE71636X0C2
Size 50i & 60i push down to open GE71636X0D2

サイドマウント.ハンドホイール?S
キット
?Sキットにはヨークがサイズ i のヨークにk³されたYZに 
øòのサイドマウント.ハンドホイールをアクチュエータに�s�り
LけるためにQ	となる�'óがñまれます。 
キーn� 256、257 および 258 がñまれます。

�� パーツèÖ

Size 34i/40i push-down-to-close or 
 push-down-to-open GE71635X0J2
Size 45i - 60i push-down-to-close or 
 push-down-to-open GE71636X0E2

 

トップマウント.ハンドホイール�;
キット

�;キットには、トップマウント.ハンドホイールを`~する�9がñまれ
ます。 キット 1 にはハンドホイールアッセンブリのみがñまれます。キット 2
にはキット 1 とハンドホイールアッセンブリを�りLけるÂにQ	な Þしい
ダイヤフラムケースがñまれます。

 

�� パーツèÖ

Kit 1
Size 30/30i 30B3940X102
Sizes 34/34i 30B3940X022
Size 40/40i 30B3940X042
Sizes 45/45i & 50/50i 33B9224X012
Sizes 46/46i, 60/60i, & 76/76i 33B9224X012
Sizes 70/70i & 87 CV8060X0012

Kit 2
Size 30/30i 30B3940X052
Size 34/34i 30B3940X062
Size 40/40i 30B3940X092
Sizes 45/45i & 50/50i 33B9224X022
Sizes 46/46i, 60/60i, & 76/76i 33B9224X032
Sizes 70/70i & 87 CV8060X0022

パーツ?

��

�9"#の$Bについては、�]りの エマソン`!0またはお1くのビジネス
パートナーまでおaいZわせください。

アクチュエータの�み て
キー ��
1 Upper Diaphragm Casing
2 Travel Stop Spacer

www.Fisher.com
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キー ��

3* Diaphragm
�Molded Nitrile/Nylon
�Molded Silicone/Polyester

4 Upper Diaphragm Plate
7* Bushing, Seal

�Brass
�PTFE w/25% Glass (sizes 70 and 87)

8* O‐Ring
�Nitrile
�Fluorocarbon

9* O‐Ring
�Nitrile
�Fluorocarbon

12 Screw, Cap, hex hd
13 Hex hd Cap Screw
14 Hex Nut
17 Vent Assembly
18 Spring
19 Seat, Lower Spring
27 Extension Rod Conn
30 Hex hd Cap Screw
31 Stem Connector Assembly
32 Travel Indicator Scale
33 Screw, Self Tapping
33 Screw, Mach, Fill hd
34 Disk, Travel Indicator
39 Nameplate
40 Screw, Drive
64 Lower Diaphragm Casing
69 Nut, Hex, Jam
70* Gasket

�Composition [up to 232°C (450°F)]
70* O‐Ring

�Nitrile
71 Lower Diaphragm Plate
72 Ring, Snap
73 Yoke
74 Spring Adjuster
75 Nut, Hex
76 Nut, Speed, Twin
77 Stop, Travel
78 Bushing, Pipe, Hex
79 Screw, Mach, Flat Hd
81 Screw, Mach, Rd Hd
82 Indicator, Travel, Adaptor
83 Washer, Plain
89 Spring Case Adaptor
90 Screw, Cap
102 Plug, Pipe, Hex Hd
144 Actuator Stem
227 Washer, Plain
228 Stem Disk Spacer
237 Lubricant, lithium grease

��not furnished with actuator
239 Lubricant, anti‐seize

�not furnished with actuator
254 Caution Nameplate

トップマウント.ハンドホイール
（W 11、12、13、14および 15）
キー ��

58� Handwheel / Handjack Bar
60� Retainer Ring
148� Handwheel Body
150� Extension Rod
152� Up Travel Stop
154� Cap Screw
156� Vent Assembly
157� Guide Plate
158� Mounting Plate
159� Lock Nut
160� Handwheel Screw
161� Cap Screw
166� Castle Nut
167� Cotter Pin
178� Machine Screw
179� Lockwasher
180� Thrust Bearing
181� Thrust Race
182� Bearing Retainer
183� Pipe Nipple
239 Lubricant, anti‐seize

�not furnished with handwheel
247 Handwheel Cap
253 Spacer, Handjack

*w��ô9
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� 6. Fisher 667アクチュエータ、サイズ 30 ～ 60

50A8379-C
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� 7. Fisher 667 アクチュエータ、サイズ 30i ～ 60i

GE71547-A

ô¦õのö÷ 

��されていない�k：キー 76 および 254
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� 8. Fisher 667 サイズ 70 および 76 アクチュエータ

ô¦õのö÷ 

50A8598‐E
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� 9. Fisher 667 サイズ 70i および 76i アクチュエータ

GE71630-A

ô¦õのö÷ 

��されていない�k：キー 76 および 254
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� 10. Fisher 667 サイズ 87 アクチュエータ

ô¦õのö÷ 

50A8600‐E
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ô¦õのö÷ 

��：
�R"トップマウントêハンドホイールは、S# 、ST©でのoNはø�していません。
30B3940‐C

� 11. トップマウントêハンドホイールアッセンブリ、サイズ 30/30i ～ 40/40i のアクチュエータN

ô¦õのö÷ 

239

30B3942‐A

� 12. トップマウントêハンドホイールアッセンブリ、スタイル P2、サイズ 45/45i、50/50i、60/60i および 76/76i
のアクチュエータN
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� 13. トップマウントêハンドホイールアッセンブリ、サイズ 45/45i‐76/76i のアクチュエータN

ô¦õのö÷ 

33B9224‐B
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� 14. トップマウントêハンドホイールアッセンブリ、サイズ 70/70i および 87 のアクチュエータN

ô¦õのö÷ 

CV8060‐J

� 15. トップマウントêハンドジャック・バー・アッセンブリ、サイズ 70/70i および 87 のアクチュエータN

GE61626-A

ô¦õのö÷ 

��：
トップマウントêハンドジャックバーは、oNされておらず、ハンドホイールキャップがÓ��kのUよけのために�り	けられているefには、�りyしてください。
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� 16. サイドマウントêハンドホイールアッセンブリ、サイズ 34 と 40 のアクチュエータN

ô¦õのö÷ 

30A8778‐D

� 17. サイドマウントêハンドホイールアッセンブリ、サイズ 34i と 40i のアクチュエータN

ô¦õのö÷ 

GE71635-A
��されていない�k：キー 157、158、159 および 168
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� 18. サイドマウントêハンドホイールアッセンブリ、サイズ 45 ～ 60 のアクチュエータN

ô¦õのö÷ 

40A8779‐D

� 19. サイドマウントêハンドホイールアッセンブリ、サイズ 45i ～ 60i のアクチュエータN

ô¦õのö÷ 

GE71636-A
��されていない�k：キー 158、159 および 168
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サイドマウント.ハンドホイール、
サイズ 34‐60 および 34i-60i
（W 16 および 18）
キー ��

51� Handwheel
54� Hex Jam Nut
55� Ball
56� Spring
132� Operating Nut
136� Bearing Retainer
142� Handwheel Body
143� Mounting Bolts
144� Hex Nut
145� Handwheel Screw
146� Lever & Pin Assembly
147� Hex Jam Nut
148� Dowel Pin
149� Washer
150� Lockwasher
151� Bushing
152� Ball Bearing
153� Lever Pivot Pin
154� Retaining Ring
155� Spacer
156� Screw
157� Lockwasher
158� Hex Nut
159� Pointer Mounting Bolt
160� Pointer
161� Machine Screw
162� Indicator Plate (Aluminum)
163� Cap Screw
166� U‐Bolt
167� Guide Bolt
168� Set Screw
169� Grease Fitting
170� Hex Nut
177� Spring Cap
178� Machine Screw
241 Lubricant, lithium grease

�Not furnished with handwheel
244 Lubricant, anti‐seize

�Not furnished with handwheel
256 Cap Screw
257 Cap Screw
258 Spacer

サイドマウント.ハンドホイール、サイ
ズ 70、76 および 87（W 20）
キー ��

29� Handgrip
38� Handgrip Bolt
44� Worm Gear
45� Bearing Retainer Flange
48� Back Worm Retainer
49� Front Worm Retainer
50� Ball Bearing
51� Worm Shaft
52� Set Screw
57� Grease Fitting
58� Handwheel
87� Cover Band Ass'y
89� Spring Case Adaptor
90� Cap Screw
121� Set Screw
122� Key
123� Lower Sleeve
125� Handwheel Indicator
127� Handwheel Cap
128� Needle Bearing
129� Needle Bearing Race
130� Roll Pin
131� Spring Adjusting Screw
132� Needle Bearing
133� Needle Bearing Race
141� Ball
142� Spring
237 Lubricant, lithium grease

�Not Furnished with Handwheel
239 Lubricant, anti‐seize

�Not Furnished with Handwheel
245 Yoke Extension
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�20. サイドマウントêハンドホイールアッセンブリ	きサイズ 70、76 および 87 アクチュエータ

E0871

ô¦õのö÷ 

V��の�k：57 
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ケーシングマウント.トラベルストップ
（W 21 ～ 25)
キー ��

58 Handwheel
102 Plug, Pipe
127 Hex Nut
148 Travel Stop Body
149 Travel Stop Cap
150 Extension Rod
150 Travel Stop Stem
151 Hex Jam Nut
152 Up Travel Stop
153 Nut, Hex

�21. スタイル 10 ダウン・トラベル・スト
ップ - ^サイズÊP（ケーシングマウントê）

BV8094‐B

ô¦õのö÷ 

キー ��

154 Screw, Cap, Hex Hd
155 Washer
156 Vent
157 Guide Plate
158 Mounting Plate
159 Nut, Travel Stop
160 Screw, Handwheel
161 Screw, Cap, Hex Hd
162 Washer
177 Travel Stop Screw
184 Nipple, Pipe, NPT
237 Lubricant, lithium grease
239 Lubricant, anti‐seize
247 Travel Stop Cap
248 Mounting Plate

�22. スタイル 11 アップまたはダウンのトラ
ベルストップ - サイズ 30/30i ～ 60/60i および
76/76i（ケーシングマウントê）N

ô¦õのö÷ 

38A1212‐B
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� 23. スタイル 12 アップ・トラベル・ストップ
（ケーシングマウントê）

ô¦õのö÷ 

28A1208‐B

� 24. スタイル 13 アップ・トラベル・ストッ
プ - サイズ 30/30i ～ 60/60i および 76/76i、
サイズ 30/30i を��（ケーシングマウントê）

ô¦õのö÷ 
28A1204‐B

� 25. スタイル 14 アップ・トラベル・ストップ
（ケーシングマウントê）

AV8096‐B

Emerson Automation Solutions
Marshalltown, Iowa 50158 USA
Sorocaba, 18087 Brazil
Cernay, 68700 France
Dubai, United Arab Emirates
Singapore 128461 Singapore
B�フイツシヤù.õú

ûöü9÷øû9÷1-2-5

��のqは$B%Dのみを�Cとしています。$Bのtuaをu?するために���のù�をしておりますが、��のqは、�;Cまたは�;Cをaわず、ここに
T=されているK9やサービスもしくはその	やXaに'して?ýするものではないことにごþ~ください。すべての��はúúのu�ðにÐって½�されています。
エマソンは、�ûなしにK9のデザインや�
をk³またはopさせる�uを?.します。

� 1980, 2018 Fisher Controls International LLC. efgh・j7をkじます。

Fisher および easy-e は、Emerson Electric Co. の Emerson Automation Solutions [!�ý!が0¹するþ÷です。Emerson Automation Solutions
Emerson、および Emerson のロゴは、Emerson Electric Co. のþ÷およびサービスマークです。そのKのすべてのþ÷は、ï0¹�に�Mします。

Emerson、Emerson Automation Solutions、またWXúUは、いかなるYkについてもZû、oN、メンテナンスにÊする[üを#いません。あ
らゆるYkの'¤なZû、oNおよびメンテナンスにWする[üは、ý?、\þMとエンドユーザーにあるものとします。


